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2 Ma-5 女性MRの服装の着用実態
○石井美奈子
　(東北生活文化大)

目的　医薬情報担当者（Medical Representative）は、製薬会社の営業として
　　　　　　　　　　　一　　　　　－
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｢適性な使用と普及を目的として、会社を代表し、医療担当者を訪問し面接のうえ、医薬

箔の品質、有効性、安全性などに関する情報の提供・収集・伝達を日常業務として活動｣

を行っている。い　Ｂ製薬会社では1991年から積極的に女性MRを採用し1998年７月現

在女性MRは社内の全MR数の21％である。本研究では、Ｂ製薬会社の女性MR職を対象

に1998年と1999年の２年間、それぞれ４月から12月の期間に服装についての調査を行い、

MR職の服装の実態と現状の問題点を考察し報告する。

　方法　女性MRの服装の現状と意識について明らかにするために無記名式の質問用紙を

作成し、B製薬会社の全国各支社で調査を行った。対象者はMR職2年目である。この調

査により、I,服装の現状について、il，現状の服装に対する認識について、m，制服に

ついて、IV.ブランド嗜好について、V,被服費について、分析を行った。

　結果　女性MRは、服装も仕事にとって重要な要素であると考えていることがわかった。

営業の相手が医師であり、営業の場が病院・医院であることを、念頭においた服装の選択

を行っているが、それはそこで経験した様々なことが反映され選択基準となっている。又、

この調査でMR職の女性達が、ﾐ=ﾐi番服装のなかで問題視しているのは、｢靴｣であること

がわかった。
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衣生活におけるリサイクルの問題について（４）

　玉田　真紀（尚綱女学院短大）

目的　大量生産、大量消費型社会以前、衣服は無駄にできない物として扱われ、着用から再利用、廃棄まで考えて繰り回

し使いきる工夫をしてきた。布は貴重な物と考える価値観も、作り直す技術も伝承しにくい今日、廃棄物は深刻な問題と

なっている。今後、循環型の社会をめざすために生活者と産業や社会を繋ぐためのシステムを探り、提案することを本研

究の目的とする。前回までは、生活者の衣服を処分する意識と。東北６県の市町村自治体の資源回収ルート及び回収後の

再利用の実態について把握した。それらを通して、大規模な繊維・アパレル産業での生産規模との大差を感じ、従来のウ

エス、中古衣料輸出、反毛素材への再利用だけでなく、新たな展開の必要性を感じた。そこで報告（4）として、繊維・ア

パレル産業でのリサイクル活動への取り組みについて調査し、現状における問題点と可能性を考寮した。

方法（1)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにより繊維・ｱﾊﾟﾚﾙ・寝具.*ｰﾍﾟｯﾄ産業の本-ﾑﾍ･-･/を検索し、リサイクル活動や製品の開発事例を収集

し。更に質問紙によiり活動実態や問題点などを嗣べた。（2)日本化繊協会、ｻ≒ｳ４ﾏｰｸ･ｶﾎﾟﾆｰ、全日本寝具寝装協会、環

境生活文化機構にリサイクル活動への取り組みについて調査し、関連資料を収集した。調査期日は、平成11年5月から12

月。(3）前回まで収集した資源回収ルートと再生業者の実態調査結果と比較検討し。現状の問題点を考察した。

結果　ウールでは、ウール比率の高い紳士スーツの回収を中心としたウールエコサイクルと、ウール比率にこだわらずユ

ニフォーム回収を中心として一般衣料まで展開しつつあるウールエコネットワークの２つの大きな活動があった。合成繊

維は、LCA的に見ても有効なナイロン６のケミカルリサイクルが展開されており、付属品も同一素材としたユニフォー

ム製品になっている。ポリエステルはマテリアルリサイクルが可能だが、現実にはA ･;ﾄﾎﾞﾄJﾚの回収量の増加に伴い、その

再利用の需要先として期待されており、様々な衣料やカーペットとして製品化されている。複合素材はほとんど反毛素材

か固形燃料となり、新しい加工製品も見られた。今回複数の活動が見られたが、従来からある再生業者との繋がりが薄い

こと、生活者には構造が見えにくいこと、リサイクル製品は全般に高く生活者に普及が難しいことなど問題が見られた。
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